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　平成24年6月、フェイスブックで地域の情報を発信して活性化へ
繋げているある話を聞き、村内でフェイスブックを利用している数
人が集まり、我々も情報発信によって神恵内を元気にしていこうと
話し合いました。
　はじめはフェイスブックの知識も浅く不慣れでしたが、自分たち
の地元が元気であってほしいという共通点のもと、様々な意見が
出され、「情報発信だけではなく、ひとつの団体を設立して地域を
活性化していこう」と一致団結し活動が始まりました。
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　夕日がきれいに見える所、知る人ぞ知る釣りスポット、限られた
季節だけ見られる絶景などなど神恵内村には、地元の私たちしか
知りえない魅力がたくさんあります。
　それをメンバーそれぞれが意識し探求し投稿することで、地元の
私たちにとって当たり前のことが、地元以外の人から見たら面白
いことが多くあることがわかりました。
　きっと、まだまだあるはずと、まだ知らない故郷の魅力を今後も
探し続け、知っていただくために発信していきます。

　フェイスブックでの情報発信は、観光情報や特産品情報に加え、
絶景・景勝情報、郷土料理情報など無限大にある村の魅力を１日
も欠かすことなく更新しています。
　新たなイベントでは、昨年5月に「前略道の駅から～春の神恵内
魅力みせ鱒(マス)～」を初開催し、サクラマスを使用した郷土料理
マスカレーやニシン・たけのこに昆布を加えた味噌煮（通称「たけ
のこ煮たやつ」）などを販売しイベントを盛り上げました。
　8月には盆踊りと神恵内音頭を２２年ぶりに復活させ、ビアガー
デンを併設した「神恵内魅力まつり」を実施しました。
　このほか、ファン感謝祭や他町村の有志団体や大学サークルと
の交流会などを行い、神恵内村の若手有志が知恵を出し合い、
「村の魅力の掘り起こしを通じた地域活性化」に取り組んでいま
す。


